




西
南
戦
争
揃
物
錦
絵
集
成
稿

　
―
「
方
今
有
名
録
」、「
鹿
児
島
県
人
名
録
」（
大
阪
・
前
田
喜
次
郎
編
輯
出
版
、
明
治
十
年
三
月
御
届
）
―
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住 

昌 

大

「
方
今
有
名
録
」
に
つ
い
て

　

明
治
十
年
三
月
、
大
阪
の
絵
草
紙
屋
前
田
喜
次
郎
が
、
中
判
の
揃
物
錦

絵
「
方
今
有
名
録
」
の
刊
行
を
始
め
て
い
る
。
管
見
な
が
ら
、
現
存
を
確

認
で
き
た
の
は
、
以
下
の
四
図
で
あ
る
（
以
下
、
錦
絵
は
私
に
並
べ
た
）。

　

描
か
れ
た
人
物
は
、
西
南
戦
争
に
関
わ
っ
た
政
府
の
要
人
た
ち
で
あ

る
。
西
南
戦
争
に
際
し
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
は
征
討
総
督
に
就
任
し
た

こ
と
、
谷
干
城
は
熊
本
鎮
台
司
令
長
官
と
し
て
熊
本
城
攻
防
戦
を
指
揮
し

て
大
功
を
収
め
た
こ
と
、
福
原
和
勝
は
数
々
の
戦
功
を
挙
げ
た
の
ち
戦
死

し
た
こ
と
が
、
錦
絵
中
の
填
詞
（
１
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
久
保
利
通
に

つ
い
て
は
、
明
治
七
年
に
お
け
る
台
湾
出
兵
戦
後
処
理
で
の
功
績
で
記
述

が
終
わ
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
西
南
戦
争
に
関
わ
っ
た
政
府
要
人
の
一
人

で
あ
る
。
大
久
保
が
京
都
で
政
府
軍
を
指
揮
し
て
い
た
こ
と
は
、
新
聞
報

道
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。
画
工
は
、
大
阪
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
二
代

長
谷
川
貞
信
が
務
め
た
。

　

確
認
で
き
た
も
の
の
内
で
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
一
枚
は
、「
二
品

親
王 

有
栖
川
熾
仁
公
」
で
、「
明
治
十
年
三
月
十
三
日
版
権
免
許
」（
２
）

と
画
中
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
二
図
は
、「
明
治
十
年
三
月
廿

七
日
御
届
」
と
な
っ
て
い
る
。

方
今
有
名
録
　
二
品
親
王 

有
栖
川
熾
仁
公（

明
治
十
年
三
月
十
三
日
版
権
免
許
）

方
今
有
名
録
　
陸
軍
少
将 

谷
干
城
君

（
明
治
十
年
三
月
二
十
七
日
御
届
）

方
今
有
名
録
　
陸
軍
大
佐 

福
原
和
勝
君

（
明
治
十
年
三
月
二
十
七
日
御
届
）

方
今
有
名
録
　
内
務
卿 

大
久
保
利
通
公

（
※
記
載
な
し
）
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「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
に
つ
い
て

　

版
元
の
前
田
喜
次
郎
は
、「
方
今
有
名
録
」
と
同
日
の
「
明
治
十
年
三

月
廿
七
日
」
に
、
も
う
一
種
の
中
判
揃
物
錦
絵
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
の

出
版
届
け
も
済
ま
せ
て
い
る
。
画
工
も
「
方
今
有
名
録
」
と
同
じ
く
、
二

代
長
谷
川
貞
信
で
あ
る
。
現
存
を
確
認
で
き
た
の
は
、
以
下
の
十
一
図
だ

が
、
次
に
並
べ
る
一
覧
に
は
、
画
題
が
微
妙
に
異
な
る
も
の
の
、
版
元
も

画
工
も
判
型
も
そ
の
他
の
体
裁
も
、「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
と
全
く
同
じ

く
す
る
「
鹿
児
嶋
県
有
名
録　

西
郷
息
嬢
」（
42
頁
参
照
）
も
加
え
て
あ
る
。

よ
っ
て
計
十
二
図
と
な
る
が
、
こ
の
「
西
郷
息
嬢
」
の
図
に
つ
い
て
は
、

次
節
で
改
め
て
触
れ
た
い
。

　

以
上
の
十
二
図
中
、「
鹿
児
島
県
人
名
録　

西
郷
小
平
」
だ
け
が
、
画

中
に
版
元
の
住
所
氏
名
を
載
せ
る
欄
は
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
無
記

載
で
あ
る
（
３
）。
た
だ
し
、
画
題
も
判
型
も
画
工
も
御
届
日
も
、
そ
し
て

画
題
を
囲
む
意
匠
も
、
他
の
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
と
一
致
す
る
た
め
、

こ
こ
に
含
め
た
。

　

ま
た
、
版
元
が
異
な
る
「
鹿
児
島
県
人
名
録　

前
原
一
格
」
の
図
も
あ

る
。
詳
し
く
見
れ
ば
、
版
元
の
住
所
氏
名
を
記
す
枠
自
体
は
、
版
元
前
田

喜
次
郎
が
刊
行
し
た
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
の
も
の
（
図
１
）
だ
が
、
そ
の

「
出編
輯版　

」
と
記
さ
れ
た
枠
の
上
か
ら
無
理
矢
理
に
「
蔵出
板
并
版
人

田
中
安
二
郎
」
の

文
字
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
２
）。
そ
の
時
期
は
定
か
で
は
な

い
が
、
あ
る
時
期
か
ら
、
田
中
安
二
郎
が
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
シ
リ
ー

ズ
の
刊
行
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
画
題
を
囲
む
意
匠
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
背
景
色
を
赤
一
色
と
し

鹿
児
嶋
県
人
名
録
　
桐
野
利
秋

鹿
児
島
県
人
名
録
　
篠
原
国
幹

鹿
児
島
県
人
名
録
　
村
田
新
八

鹿
児
嶋
県
人
名
録
　
賊
将
村
田
新
八
弟 

村
田
三
助

鹿
児
島
県
人
名
録
　
別
府
新
助

鹿
児
嶌
県
人
名
録
　
淵
邉
高
照

鹿
児
嶋
県
人
名
録
　
西
郷
隆
盛
ノ
室

鹿
児
嶋
県
人
名
録
　
篠
原
の
室 

国
子

鹿
児
嶋
県
人
名
録
　
陸
軍
大
佐 

野
津
貫
道
君

鹿
児
島
県
人
名
録
　
西
郷
小
平
　
※
編
輯
出
版
人
不
詳

鹿
児
島
県
人
名
録
　
前
原
一
格
　
※
田
中
安
二
郎
版

＊
鹿
児
嶋
県
有
名
録
　
西
郷
息
嬢

図1図2
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「
方
今
有
名
録
」
と

　
　
　
　「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
と
の
関
連
性

　
「
方
今
有
名
録
」
も
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
も
、
現
段
階
で
は
揃
物
と

し
て
提
示
す
る
に
は
不
完
全
だ
が
、
そ
れ
で
も
現
存
す
る
も
の
か
ら
、
両

シ
リ
ー
ズ
の
関
連
性
を
、
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

た
前
田
喜
次
郎
版
（
図
３
）
と
、
赤
、
白
、
青
の
三
色
と
し
た
田
中
安
二
郎

版
（
図
４
）、
と
い
う
違
い
も
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
田
中
安
二
郎
版
の

も
の
は
、
こ
の
「
西
郷
小
平
」
の
一
図
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、

現
段
階
で
は
何
と
も
結
論
し
が
た
い
。

　

な
お
、
こ
こ
に
西
郷
隆
盛
を
描
い
た
も
の
が
な
い
が
、
現
段
階
で
現
存

の
確
認
は
取
れ
て
い
な
い
。
摺
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
現
在
は
散

逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

図3図4

　

一
瞥
し
て
知
れ
る
こ
と
は
、「
方
今
有
名
録
」
は
西
南
戦
争
に
関
わ
っ

た
「
官
軍
」
側
の
要
人
を
描
き
、「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
は
「
賊
軍
」
側

の
諸
将
を
集
め
た
揃
物
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
二
種
の
揃
物
と
し
た
の
は
、「
方
今
有
名
0

0

録
」
と
い
う

画
題
の
下
に
「
賊
徒
」
た
ち
を
描
く
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
の
判

断
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
４
）。「
賊
徒
」
た
ち
は
、「
人
名
0

0

録
」
の

画
題
の
下
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
編
集
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
例
外
が
一
図
あ
る
。「
鹿
児

嶋
県
人
名
録　

陸
軍
大
佐 

野
津
貫
道
君
」が
、こ
れ
に
該
当
す
る
。「
官
軍
」

の
将
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
賊
軍
」
の
諸
将
を
描
く
揃
物
の
一
つ

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
例
外
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
に
は
、「
鹿
児
島0

県
人
名
録
」「
鹿
児

嶋0

県
人
名
録
」「
鹿
児
嶌0

県
人
名
録
」
と
い
う
よ
う
に
、
画
題
表
記
の
揺

れ
が
見
ら
れ
る
。
現
代
人
の
感
覚
で
は
、
タ
イ
ト
ル
表
記
は
統
一
し
て
し

か
る
べ
き
も
の
だ
が
、
当
時
は
そ
う
し
た
こ
と
に
は
無
頓
着
で
あ
っ
た
。

同
様
の
事
例
は
、
こ
の
時
代
の
出
版
物
全
般
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
明
治
初
期
の
出
版
界
の
大
ら
か
さ
の
中
で
、
本
来
は
「
方
今

有
名
録
」
シ
リ
ー
ズ
中
に
描
か
れ
る
べ
き
「
陸
軍
大
佐 

野
津
貫
道
君
」
が
、

誤
っ
て
「
鹿
児
嶋
県
人
名
録
」
の
画
題
の
下
に
描
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

う
単
純
に
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。そ
も
そ
も
本
図
に
お
い
て
は
、

最
も
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
人
名
か
ら
し
て
、
誤
り
を
犯
し
て
し
ま
っ
て
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い
る
の
で
あ
る
。「
陸
軍
大
佐 

野
津
貫
道
0

0

君
」
と
記
さ
れ
た
そ
の
人
名
は
、

正
し
く
は
、「
陸
軍
大
佐 

野
津
道
貫
0

0

君
」（
５
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
一
つ
だ
け
画
題
が
微
妙
に
異
な
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
節
で
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
枚
と
し
て
数
え

た
「
鹿
児
嶋
県
有
名
録　

西
郷
息
嬢
」
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。
本
図
も
、

本
来
は
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

同
時
期
に
刊
行
し
て
い
た
「
鹿
児
島
県

0

0

0

0

人
名
録
」
と
「
方
今
有
名
録

0

0

0

」
の

画
題
を
混
同
し
、
誤
っ
て
「
鹿
児
嶋
県
有
名
録
」
と
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

西
南
戦
争
関
連
の
錦
絵
は
、
見
て
楽
し
む
娯
楽
性
と
同
時
に
、
戦
況
や

「
官
」「
賊
」
双
方
の
人
物
た
ち
の
情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
速
報
性
も
求

め
ら
れ
て
い
た
。ま
た
、こ
の
速
報
性
は
、他
の
版
元
に
先
行
し
て
販
売
し
、

よ
り
一
層
の
売
り
上
げ
を
得
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
上
述
の
二
図
の
事
例
は
、
当
時
の
出
版
界
の
大
ら
か
さ
と
合

わ
せ
、
刊
行
ま
で
の
慌
た
だ
し
さ
が
招
い
た
誤
表
記
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う

と
想
像
さ
せ
ら
れ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
以
上
述
べ
来
た
っ
た
と
こ
ろ
は
、
あ
く
ま
で
も

現
存
す
る
も
の
か
ら
述
べ
た
推
論
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
新
資
料
発
見
の
日

を
待
ち
た
い
。

新
聞
記
事
と
の
関
連

　

こ
う
し
た
人
物
画
の
填
詞
は
、
西
南
戦
争
錦
絵
の
例
に
漏
れ
ず
、
そ
の

　
明
治
十
年
五
月
十
日
『
大
阪
日
報
』
記
事
（
冒
頭
）

〇
熊
本
孤こ
ぜ
う城
に
嬰ゑ
い
し
ゆ守
し
て
能よ

く
其そ
の

功こ
う

を
奏さ
う

し
、
名な

を
宇う
だ
い内
に
轟と
ゞ
ろか
し

た
る
谷
少
将
の
来ら
い
れ
き歴
を
、
日
々
、
曙
の
二
新
聞
に
得ゑ

た
り
。
因よ
つ

て

其
大だ
い
や
う要

を
抜ば
つ
す
い萃

し
て
、
左さ

に
登と
う
ろ
く録

す
。

谷
干
城
君く
ん

は
幼お
さ
な名ゝ
を
守
部
と
称せ
う

し
、
江
戸
に
於お
ゐ

て
安
井
息
軒
翁お
う

に
就つ
い

て
儒じ
ゆ
が
く学
を
修お
さ

め
ら
れ
し
に
、
翁
君き
み

の
卓
犖
不
羈
の
性せ
い
し
つ質
に
し
て
非ひ
ぜ
う常

の
国こ
く
き器

た
る
べ
き
を
知し

り
、
教き
や
う
い
く
こ
と

育
殊
に
懇こ
ん
と
く篤

な
る
こ
と
我わ
が
こ子

の
ご
と

く
せ
ら
れ
し
に
、
君
も
其
懇
篤
な
る
に
感か
ん
げ
き激
し
て
、
ま
た
翁
に
奉ほ
う
じ事

す
る
こ
と
父ち（
ち
）の

如
く
せ
ら
れ
し
は
、
当と
う
じ時

よ
り
間ま

も
な
く
世よ

の
美び
だ
ん談

と
す
る
所
な
り
き
。
学が
く
ぎ
や
う
す
で

業
既
に
成な

り
、
帰き
は
ん藩

せ
ら
れ
て
小
監
察
を
命め
い

ぜ
ら
れ
、
游
学
に
托た
く

し
て
諸
国
を
歴れ
き
く
わ
ん観し
…
…　
（
※
句
読
点
は
引
用
者
）

　
方
今
有
名
録
　
陸
軍
少
将
谷
干
城
君
（
冒
頭
）

干た
て
き城
君
は
本ほ
ん
ご
く国
高
知
に
し
て
、
幼よ
う
め
う名
を
守
部
と
称し
や
う
し
、
性せ
い
し
つ質
卓た
く
ら
く犖

不ふ

き覊
に
し
て
、
非ひ
じ
や
う常

の
国（
こ
つ
）き器

た
り
。
修し
ゆ
が
く学

に
長
じ
、
帰き
は
ん藩

し
小
監
察

を
命め
い

ぜ
ら
れ
、
…
…

情
報
源
を
訪
ね
れ
ば
新
聞
記
事
に
辿
り
着
く
。
例
え
ば
、「
方
今
有
名
録　

陸
軍
少
将 

谷
干
城
君
」
の
填
詞
は
、
明
治
十
年
五
月
十
日
及
び
翌
十
一

日
の
『
大
阪
日
報
』
記
事
が
そ
の
基
と
な
っ
て
い
る
。
長
文
に
及
ぶ
た
め
、

記
事
冒
頭
部
分
の
み
を
、
引
用
箇
所
に
は
傍
線
を
施
し
て
以
下
に
引
用
す

る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
け
て
、
錦
絵
の
填
詞
を
並
べ
て
記
す
。
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こ
の
『
大
阪
日
報
』
記
事
の
前
書
き
部
分
に
は
、「
谷
少
将
の
来
歴
を
、

日
々
、曙
の
二
新
聞
に
得
た
り
。因
て
其
大
要
を
抜
萃
し
て
、左
に
登
録
す
」

と
あ
る
。
実
際
に
、『
東
京
日
日
新
聞
』
で
は
五
月
三
～
五
日
の
三
日
間
、

『
東
京
曙
新
聞
』
で
は
五
月
四
、五
日
の
二
日
間
で
、
谷
干
城
の
略
歴
を
載

せ
て
い
る
。『
東
京
日
日
新
聞
』
記
事
は
、「
〇
谷
干
城
君
の
来
歴
を
委
し

（
く

―
脱
字
）
聞
く
こ
と
を
得
た
れ
ば
筆
記
し
て
是
を
左
に
載
す
」
と
前
置

き
し
、『
東
京
曙
新
聞
』
も
「
…
…
陸
軍
少
将
谷
干
城
君
の
略
伝
を
同
県

な
る
或
紳
士
に
聞
く
所
左
の
ご
と
し
」
と
前
置
き
の
後
に
、
記
事
を
始
め

て
い
る
。
両
紙
の
記
事
は
酷
似
し
て
お
り
、
情
報
の
出
所
は
同
じ
だ
と
推

察
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
細
か
な
表
現
を
追
っ
て
い
く
と
、『
東
京
曙
新
聞
』
記
事
を

抜
萃
し
た
『
大
阪
日
報
』
記
事
に
基
づ
い
て
、「
方
今
有
名
録　

陸
軍
少

将 

谷
干
城
君
」
の
填
詞
が
編
ま
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
、
そ
の
他

の
三
図
に
つ
い
て
は
、
典
拠
記
事
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
他
の
新
聞
や

雑
誌
等
の
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
の
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
の
中
に
も
、『
大
阪
日
報
』
記
事
に
基

づ
い
て
填
詞
が
編
ま
れ
た
図
が
あ
る
が
、『
大
阪
日
報
』
以
上
に
、
前
田

喜
次
郎
が
刊
行
し
た
『
嶋鹿
児県

戦
士
銘
々
伝
』（
明
治
十
年
四
月
十
五
日
御
届
）
と
い

う
外
題
を
持
つ
草
双
紙
が
、揃
物
錦
絵
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
の
派
生
（
あ

る
い
は
そ
の
成
立
）
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
届
け
日
と
実
際

の
出
版
日
は
異
な
る
た
め
、
錦
絵
と
草
双
紙
の
ど
ち
ら
が
先
行
し
て
刊
行

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
仮
に
、
届
け
日
通
り

に
錦
絵
が
先
行
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、〈
錦
絵
の
草
双
紙
化
〉
の
一

【
注
記
】

１　
　

高
木
元「
十
九
世
紀
の
絵
入
メ
デ
ィ
ア

―
錦
絵
の〈
填
詞
〉を
め
ぐ
っ
て
」（「
国

語
と
国
文
学
」
92
巻
２
号
、
平
成
二
十
七
年
五
月
）
に
お
い
て
、
本
来
は
中
国
の

詩
文
形
式
の
名
称
で
あ
っ
た
「
填
詞
」
が
、
十
九
世
紀
半
ば
頃
か
ら
、
錦
絵
の
賛

や
解
説
を
表
す
語
と
し
て
次
第
に
定
着
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

西
南
戦
争
錦
絵
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
判
型
は
大
判
三
枚
続
だ
が
、
こ
の
場
合
、

絵
の
解
説
文
は
画
面
上
方
に
文
字
枠
を
伴
っ
て
記
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、文
字
枠
の
中
に
記
さ
れ
た
解
説
文
を
「
詞
書
」
や
「
頭
書
」

と
読
ん
で
き
た
。
た
だ
し
、
西
南
戦
争
錦
絵
の
中
で
も
、
特
に
一
枚
摺
り
の
物
に

よ
く
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
絵
の
余
白
全
体
に
わ
た
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
解
説
文
の

文
末
に
は
、「
填
詞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、本
稿
で
は
、

「
方
今
有
名
録
」
や
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
の
絵
の
余
白
に
記
さ
れ
た
解
説
文
を

示
す
用
語
と
し
て
、「
填
詞
」
の
語
を
使
用
し
た
。
錦
絵
に
記
さ
れ
た
文
字
情
報

を
示
す
用
語
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

２　
　

明
治
八
年
九
月
改
正
「
出
版
条
例
」
で
、「
三
十
年
間
専
売
ノ
権
」
と
し
て
の
「
版

権
」
が
設
け
ら
れ
、「
版
権
ヲ
願
フ
者
ハ
願
書
ヲ
差
出
シ
免
許
ヲ
請
フ
ベ
シ
」（
第

二
条
）
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、「
彫
画
ノ
類
ハ
出
板
ス
ル
毎
ニ
届
ケ
出
ル
コ
ト
第

一
条
ニ
依
ル
ベ
シ
／
但
板

（
マ
マ
）権

ヲ
与
ヘ
ズ
」（
第
二
十
八
条
）
と
あ
る
。
本
図
は
、「
版

例
と
な
る
。
逆
に
、
草
双
紙
が
先
行
し
て
い
た
な
ら
ば
、〈
草
双
紙
の
錦

絵
化
〉
の
一
例
と
な
る
の
だ
が
、
紙
幅
が
尽
き
た
。
次
号
で
は
、
揃
物
錦

絵
「
鹿
児
島
県
人
名
録
」
と
草
双
紙
『
嶋鹿
児県

戦
士
銘
々
伝
』
の
関
連
性
を
追

い
、「
賊
徒
」
を
語
る
際
の
語
り
口
に
つ
い
て
も
、
解
説
を
加
え
た
い
。
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権
免
許
」
で
は
な
く
、「
御
届
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

な
お
、「
出
版
条
例
」
の
引
用
は
、
別
所
平
七
翻
刻
『
九明
治
八
年

月
改
正 

仮
名
附 

出
版
条
例
并
罰

則
及
庶
願
書
式
』（
明
治
八
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。

３　
　

図
書
と
同
様
、
錦
絵
刊
行
に
際
し
て
も
、
版
元
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
版
元
無
記
載
の
錦
絵
を
見
か
け
る
こ
と
も
多
々

あ
る
。

４　
　

た
だ
し
、
後
に
版
元
の
前
田
喜
次
郎
は
、「
賊
将
」
た
ち
を
「
有
名
十
八
史
略
」

（
明
治
十
年
十
月
御
届
）
と
い
う
画
題
の
下
で
描
い
た
揃
物
も
刊
行
し
て
お
り
、

「
有
名
」
と
い
う
文
言
へ
の
配
慮
も
、
そ
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
言

し
て
お
く
。

　
　
　

な
お
、「
西
郷
小
平
」
の
図
の
填
詞
に
は
、「
熊
本
国
界
を
暴
衆
な
す
一
方
の
将

と
英
名

0

0

を
鳴
ら
し
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。
こ
の
記
述
が
、
注
記
３
で
記
し

た
本
図
に
お
け
る
版
元
無
記
載
と
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

５　
　

野
津
道
貫（
一
八
四
一
―
一
九
〇
八
） 

明
治
時
代
の
陸
軍
軍
人
。
薩
摩（
鹿
児
島
）

出
身
。
野
津
鎮
雄
の
弟
。
西
南
戦
争
で
は
征
討
第
二
旅
団
の
参
謀
長
。（『
国
史
大

辞
典
』
よ
り
抜
萃
）

「
方
今
有
名
録
」

「
鹿
児
島
県
人
名
録
」

凡
例

　

中
判
錦
絵
揃
物
。
前
田
喜
次
郎
編
輯
出
版
（
大
阪
塩
町
通
三
丁
目
）。
画
工
・

二
代
長
谷
川
貞
信
。
四
図
存
。「
明
治
十
年
三
月
十
三
日
版
権
免
許
」（「
二

品
親
王
有
栖
川
熾
仁
公
」）
と
「
明
治
十
年
三
月
廿
七
日
御
届
」（
そ
の
他
）
の
二

種
あ
り
。
価
格
不
詳
。

　

西
南
戦
争
に
関
わ
っ
た
「
官
軍
」
側
の
諸
将
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
。

　

中
判
錦
絵
揃
物
。
前
田
喜
次
郎
編
輯
出
版
（
大
阪
塩
町
通
三
丁
目
）。
画
工
・

二
代
長
谷
川
貞
信
。
十
二
図
存
。
全
図
「
明
治
十
年
三
月
廿
七
日
御
届
」。

価
格
不
詳
。

　

西
南
戦
争
に
関
わ
っ
た
「
賊
軍
」
側
の
諸
将
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
。
た

だ
し
、
一
図
だ
け
、「
官
軍
」
側
の
将
「
陸
軍
大
佐 

野
津
貫
道
君
」
を
描

い
た
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
前
田
喜
次
郎
か
ら
本
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
を
引
き
継
い
だ
と
見
ら

れ
る
田
中
安
二
郎
版
「
鹿
児
島
県
人
名
録　

前
原
一
格
」、
本
来
は
本
シ

リ
ー
ズ
中
の
一
つ
と
す
る
は
ず
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
「
鹿
児
嶋
県
有
名

録　

西
郷
息
嬢
」
も
存
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
「
十
二
図
存
」
と
し
た
。

一
、
掲
載
図
の
所
蔵
元
は
、
図
の
下
に
記
し
た
。

一
、
掲
載
順
は
、
私
に
定
め
た
。

一
、
表
記
は
、
読
み
易
さ
を
第
一
義
と
し
、
以
下
の
通
り
と
し
た
。
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１　

句
読
点　

私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

　

２　

踊
り
字　

単
数
の
場
合
、
平
仮
名
は
「
ゝ
」、
片
仮
名
は
「
ヽ
」、
漢
字
は
「
々
」

に
統
一
し
た
。

　

３　

傍
訓　

脱
字
や
私
に
付
し
た
傍
訓
は
（　

）
内
に
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
っ

て
示
し
た
。
そ
の
他
、
清
濁
の
誤
り
、
送
り
仮
名
と
の
重
複
な
ど
は
補
正
し
、
注

を
付
し
た
。

　

４　

字
体　

漢
字
・
仮
名
と
も
に
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
正
字
、

旧
字
体
、
当
時
の
慣
用
的
な
字
遣
い
、
当
て
字
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
【
例
】 

脊
後
（
背
後
）、
先
鉾
（
先
鋒
）、
引
卒
（
引
率
）

　

５　

仮
名
遣
い　

資
料
の
ま
ま
と
し
た
。

　

６　

仮
名
の
清
濁　

私
に
補
正
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
付
し
た
。

　

７　

誤
字　

明
ら
か
な
も
の
は
訂
し
、
単
な
る
誤
字
に
留
ま
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
注
を
付
し
た
。

　

８　

脱
字　
（　

）
を
付
け
て
補
っ
た
。

　

９　

判
読
不
能
の
文
字　

該
当
す
る
文
字
数
分
を
□
で
補
っ
た
。

　

10　

注
記　

▼
の
下
に
記
し
た
。
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▼
「
茲
于
」
を
「
于
茲
」
に
訂
す
。

▼
「
証
討
」
を
「
征
討
」
に
訂
す
。

▼
「　

田
」
を
「
祝
田
」
に
訂
す
。

方
今
有
名
録
　
二
品
親
王
　
有
栖
川
熾
仁
公

方
今
有
名
録
　
陸
軍
少
将
　
谷
干
城
君

二
品
親
王
有
栖
川
熾
仁
公
は
智ち
じ
ん仁

兼け
ん
び備

の
有ゆ
う
め
い名

に
し
て
、
永な
が

く
叡え
い
り
よ慮

を
易や
す
ん

じ
、
叙し
ゆ
く
に
ん任

暁ひ陽
の
如ご
と

く
進す
ゝ

み
、
元
老
院
議
長
に
昇せ
う
に
ん任

し
、
于こ
ゝ
に茲

明
治
十

年
鹿
児
島
藩は

ん

挙き
よ
う
ど
う動
沸を
こ
り発
の
際き
は

、
征せ
い
と
う討
総そ
う
と
く督
の
命め
い

を
蒙か
ふ
むら
れ
、
同
年
二
月

進し
ん
ば
つ発
し
て
、
大
阪
本
願
寺
を
本ほ
ん
え
い営
と
し
、
隊た
い

を
卒ひ

い
て
天み
は
た籏
を
西
南
に
翻
ひ
る
が
へ

し
給た
ま

ふ
よ
り
鎮ち
ん
せ
い静

。
万ば
ん
み
ん民

を
安や
す
め居

の
時
い
た
ら
し
む
寛く
は
ん
じ
ん仁の

君き
み

な
り
。
第や
し
き

は
東
京
祝
田
町
に
有
り
。

干た
て
き城

君
は
本ほ
ん
ご
く国

高
知
に
し
て
、
幼え
う
め
う名

を
守
部
と
称し
や
うし

、
性せ
い
し
つ質

卓た
く
ら
く犖

不ふ

き覊
に

し
て
、
非ひ

じ
や
う常

の
国（
こ
つ
）き器

た
り
。
修し
ゆ
が
く学

に
長
じ
、
帰き
は
ん藩

し
小
監
察
を
命め
い

ぜ
ら
れ
、

桜
田
変へ

ん

の
后の

ち
、
藩は
ん
し
ゆ主
山
内
容
堂
公
の
国
難
を
愁う
れ

ふ
を
修を
さ

め
、
戊
辰
の
役え
き

に
高
知
藩
兵
小
軍
監
と
な
り
、
東
山
道
の
先せ
ん
ぽ（
う
）
鉾
と
し
て
至
る
処
（
と
こ
ろ
）捷か
ちを
奏そ
う

し
、
長
（
ち
や
う
）く駆し

て
会
城じ
や
うを

突と
つ（
し
ん
）

進
な
し
、
奥
羽
平へ
い
じ
よ
う定の

功こ
う

成な

り
、
賞
し
や
う（
て
ん
）典若そ
く
ば
く干

を

受う

け
、
朝て
う
し旨

陸
軍
少
将
を
拝は
い

し
、
熊
本
鎮ち
ん
だ
い台

の
司
令
長
（
ち
や
う
）く
は
ん

官
と
す
。
嚮さ
き

に
佐

賀
の
賊ぞ

く
ど
う動

起を
こ

る
や
、
自じ
じ
や
く若

と
し
て
虚き
よ

に
乗じ
や
うぜ

ず
、
現げ
ん

に
鹿
児
島
強こ
う（
へ
い
）

兵
、
熊

城じ
や
うを

迫せ
む

る
と
い
へ
ど
も
、
重
（
ち
や
う
）い囲に

抗か
う
て
い抵

し
が
た
く
、
国こ
く
か
い界

の
軍い
く
さを

解と

い
て

散さ
ん
め
つ滅
せ
し
は
、
此
（
こ
の
）君
の
深し
ん
ぼ
う謀
、
日
を
経ふ

る
に
よ
る
所
に
し
て
、
実
に
天
（
て
ん
）せ
い
性

沈ち
ん
し
ん深
、
豪ご
う
き毅
の
名め
い
し
や
う将と
挙こ
ぞ
つて
賞せ
う
せ
つ説
を
輝
か
ゞ
や
かし
給
ふ
。（
注
記
は
41
頁
）

北九州市立大学所蔵

北九州市立大学所蔵
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東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫所蔵

北九州市立大学所蔵

方
今
有
名
録
　
陸
軍
大
佐
　
福
原
和
勝
君

方
今
有
名
録
　
内
務
卿
　
大
久
保
利
通
公

英え
い
し士
は
本ほ
ん
ご
く国
山
口
に
し
て
、
稍や
ゝ

西
南
暴ぼ
う
ど
う動
戦せ
ん

巷こ
う

に
日
を
追を

ひ
、
勝し
や
う
せ
い星を
頂い
た
ゞ

き
、
勇ゆ
う
き気
最も
つ
とも
猛た
け

く
、
只ひ
た
す
ら管
官か
ん

に
功こ
う

を
奏そ
う

し
万ば
ん
て
き敵
を
裂さ

い
て
、
馬ば
え
ん烟
朦も
う（
も
う
）々

と
渦う

づ
ま巻
き
縦じ
う
は
う横
に
馳は

せ
、
鬼き
へ
い兵
を
退し
り

ぞ
け
賊ぞ
く
し
ん心
を
挫く
じ

き
、
進す
ゝ

む
を
専も
つ
ぱら
に

し
引ひ

く
を
採と

ら
ず
。
終つ
ゐ

に
南
の
関
の
大た
い
き
よ挙

を
期ご

し
、
後こ
う
せ
い世

の
宿し
ゆ
く
し志

、
死し

こ虎

の
本ほ

ん
い意

を
射い

て
、
爽さ
は
やか

に
討う
ち
じ
に死

せ
ら
れ
し
は
、
実ま
こ
とに

報ほ
う
こ
く国

の
名め
い
し士

と
、
陣

中
掌た

な
ご
ゝ
ろを

柏う

つ
。

参
議
従
三
位
大
久
保
卿け
う

は
、
固も
と

薩
州
太
守
侯こ
う

の
藩は
ん
し士
に
し
て
、
累る
い
ね
ん年
国こ
く
む務

に
勤き

ん
ろ
う労
し
給
ひ
、
東
西
に
奔ほ
ん
そ
う走
し
、
遍あ
ま
ね
く
王
室
に
尽じ
ん
り
よ
く力
し
、
慶
応
年ね
ん
か
ん間

幕ば
く
ふ府
長ち
や
う
せ
い征の
際き
は

、
卿け
う

太た
い
し
ゆ守
の
書し
よ

を
幕
府
に
呈て
い

し
、
其そ
の
と
う当
を
得え

ざ
る
意い

を
陳の
べ

て
衆し
う
ぐ
ん軍

を
挫く
じ

き
、
尋つ
ゞ
いて

二
条
城
幕
府
に
迫せ
ま

り
、
政せ
い
け
ん権

返へ
ん
じ
や
う上を

促う
な
がし

、
復ふ
く
こ古

の
基き

ほ
ん本

を
啓ひ
ら

き
、
明
治
元
年
叙に

ん任
参
与
よ
り
従
三
位
参
議
に
進す
ゝ

み
、
内
務

卿
を
兼け

ん
に
ん任

せ
ら
れ
、賞し
や
う
て
ん
ろ
く

典
禄
永
世
八
百
石
を
賜た
ま

ふ
。
后の

ち
支し

な那
の
事
（
こ
と
）起を
こり

、

彼か
の

地
に
使
（
つ
か
ひ
）し

其
（
そ
の
）大

臣
に
応お
う
せ
つ接

し
、
償
し
や
う（
き
ん
）

金
を
得
て
帰
朝
ま
し
〳
〵
、
衆し
う
じ
ん人

を

し
て
感か

ん
ど
う動
令せ
し
めら
れ
、
一
万
円
褒ほ
う
し
や
う賞を
賜た
ま

ふ
。
邸や
し
きは
東
京
永
田
町
に
在あ

り
。

▼
「
項
き
」
を
「
頂
き
」
に
訂
す
。

▼
「
候
」
を
「
侯
」
に
訂
す
。
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嶋鹿
児県

人
名
録
　
桐
野
利
秋

島鹿
児県

人
名
録
　
篠
原
国
幹

利
秋
は
本
国
鹿
児
島
に
し
て
、
強
勇
な
り
と
雖
（
い
へ
ど
）も

策さ
く
り
や
く略に

疎う
と

く
、
前
名
中

村
半
次
郎
と
称し

や
う

し
、
猛も
う
い威

を
張は

り
、
新し
ん
せ
ん
と
う

撰
党
を
闇あ
ん
さ
つ殺

せ
し
伊
藤
武
明
の

同ど
う
め
い盟
を
伏
見
の
邸て
い

に
潜せ
ん
ぷ
く伏
な
さ
し
め
て
、
復ふ
く
し
う讐
の
名め
い

を
抱い
だ

き
、
会
津
の
兵へ
い

を
撃う
た

ん
と
、
慶
応
年
間
突と
つ
ぜ
ん然
と
幕ば
く
ぐ
ん軍
に
鉾ほ
こ

を
交ま
じ

へ
、
伏
見
の
隊た
い
ち
や
う長に
し
て

諸し
よ
た
い隊

を
鼓こ

ぶ舞
し
、
尋つ
ゞ
いて

東と
う
せ
い征

に
若
松
城じ
や
うを

降く
だ

し
、
軍ぐ
ん
こ
う功

天
下
に
雷ら
い（
め
い
）

名
を
挙あ

げ
、
正
五
位
陸
軍
少
将
に
任に
ん

ぜ
ら
れ
し
を
、
何い
づ

れ
か
不ふ
ま
ん満

と
し
て
、
き（
帰
）こ
く国

の
末す

へ

西
郷
と
謀
り
、
自じ

こ己
の
勇
を
促
し
軽け
い
き
よ挙

の
師い
く
さを

ひ
ら
き
、
官
（
く
わ
ん
）ゐ位を

褫は
が

れ
た
る
は
、
勇
余あ
ま

り
其そ
の

智ち

足た

ら
ざ
る
も
の
か
。

篠
原
国
幹
は
温を

ん
り
よ
う良篤と
く
じ
つ実、

沈ち
ん
し
ん深

の
勇ゆ
う

あ
り
。
軍ぐ
ん
り
や
く略兵へ
い
が
く学に

長ち
や
うじ

、
西
郷
氏

も
機き

み
つ密

を
談だ
ん

ず
る
に
、
正せ
い
ど
う堂

と
兵へ
い

を
御ぎ
よ

す
。
伏
見
の
戦せ
ん
そ
う争

に
徳
川
の
兵へ
い

を

大
阪
へ
追を

い
ゝ
だ出
し
た
る
薩さ
つ
へ
い兵
の
隊た
い
ち
や
う長は
、
此
（
こ
の
）国
幹
な
り
。
后の

ち
上
野
に
屯と
ん
し
よ所

し
、
黒
門
よ
り
の
撃げ

き
は破
及
び
攻こ
う
じ
や
う城野や
せ
ん戦
に
致ち
こ
う功
あ
り
。
其
（
そ
の
）後の
ち陸
軍
少
将
に

昇の
ぼ

り
、
近（
こ
の
ゑ
）へ
い

衛
兵
の
長
ち
や
う
く
は
ん

官
た
り
。
今こ
ん
に
ち日

西
郷
桐
野
退た
い
く
は
ん官に

連れ
ん
だ
く諾

し
、
軽け
い
き
よ挙

に

鉾ほ
こ

を
ふ
る
ふ
て
、
昔き
う
ぜ
ん前

の
英え
い
め
い名

を
㾱は
い
ぜ
つ絶

な
す
は
、
何な
ん

の
至し
こ
う功

な
る
や
。

▼
「
猛
咸
」
を
「
猛
威
」
に
訂
す
。（
41
頁
に
続
く
）

北九州市立大学所蔵
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島鹿
児県

人
名
録
　
村
田
新
八

嶋鹿
児県

人
名
録
　
賊
将
村
田
新
八
弟
　
村
田
三
助

今こ
ん
ど度

西さ
い
な
ん南

暴ぼ
う
ど
う動

の
将し
や
う
め
い名に

加か
た
ん端

し
、　 
勇
け
つ
ゆ
う

の
徒と

に
し
て
、
数す

ヶ
所し
よ

に
鉾ほ
こ

を

交ま

じ
へ
、
一い
つ
そ
う層

憤ふ
ん
せ
ん戦

な
し
、
賊ぞ
く
じ
ん陣

の
為
に
功こ
う

を
積つ
ま

ん
で
、
頻し
き

り
に
国こ
く
か
い界

を
分わ

か

た
ん
と
欲ほ
つ

す
。
官
軍
大た
い
き
よ挙
の
一い
つ
せ
ん戦
に
む
か
ひ
、
撃げ
き
じ
ゆ
つ術
を
琢み
が
き磨
な
す

折を
り
か
ら柄
、
山さ
ん
ぺ
き壁
に
響ひ
ゞ

き
木こ

の
葉
を
削け
づ

る
炮ほ
う

一い
つ
せ
い声
伝つ
た

へ
、
流
り
う
ぐ
は
ん丸
直た
ゞ

ち
に
新
八
が

膚は
だ
へに

適て
き

し
、
忽た
ち
ま

ち
鞍く
ら

を
覆く
つ
が

へ
し
重じ
う
じ
や
う傷

に
敗は
い

す
。
嗚あ

呼ゝ
、
此
（
こ
の
）機き

あ
ら
ん
は

必ひ
つ
ぜ
ん然

た
る
を
、
早は
や

く
焼し
や
う
び眉

の
誤ご

を
解と

か
ん
乎や

。

明
治
十
年
二
月
西さ
い
な
ん南

蜂ほ
う
き起

の
撃げ
き
じ
や
う場、

熊
本
国
山
鹿
口
の
劇た
ゝ
か
ひ戦

に
、
官
軍
近

衛
兵
を
脊う

し
ろ後

に
迫せ
ば

め
、
飄ひ
や
う
ぜ
ん然た

る
流り
う
ぐ
は
ん

弾
丸
に
適て
き

し
て
戦せ
ん
ぼ
つ没

せ
る
、
賊ぞ
く
と
う党

一

方
の
魁く

は
い
し
ゆ首た
る
村
田
新
八
の
弟を
と
ゝに
し
て
、
歎た
ん
せ
き惜
落ら
く
た
ん胆
、
血ち

を
す
ゝ

り
て
烈れ
つ
ゆ
う勇

頻し
き

り
に
奮ふ
る

ひ
、
一い
つ
そ
く息
憩い
こ

ふ
閑か
ん

を
待ま

た
ず
、
数す

ヶ
所し
よ

の
薄う
す
で手
を
屈
く
つ
し
ゆ
く縮
せ
ず

憤ふ
ん
げ
き逆

。
急き
う

を
奔は
し

る
と
い
へ
ど
も
、
微び
う
ん運

只ひ
た
す
ら管

其
（
そ
の
）身

を
攻せ

め
、
功こ
う

を
脱だ
つ

し

て
敗は

い

を
招ま
ね

き
、
兄け
う
だ
い弟

嗣し
じ
ゆ
ん準

と
戦せ
ん
ぼ
つ没

な
せ
り
。
傷
い
た
ま
し
い
か
な

哉
、
国こ
く
け
ん権

軽け
い
べ
つ蔑

の
徒と

。

▼
「
琢
磨
」
の
傍
訓
「
み
か
ぎ
」
を
「
み
が
き
」
に
訂
す
。

▼
「
直
ち
に
」
の
傍
訓
「
た
だ
ち
」
を
「
た
だ
」
に
訂
す
。

▼
「
焼
眉
」
は
「
焦
眉
」、「
燃
眉
」
に
同
じ
。
危
険
や
解
決
す
べ
き
事
態
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
の
た
と
え
。

▼
「
村
田
三
助
」
＝
村
田
三
介
（
一
八
四
五

−

一
八
七
七
）。
正
し
く
は
、「
高
城
七
次

の
弟
」（『
西
南
記
伝
』
よ
り
）。

▼
「
瓢
然
」
を
「
飄
然
」
に
訂
す
。

鹿児島県立図書館所蔵

北九州市立大学所蔵

− 46 −（11）

西南戦争揃物錦絵集成稿
―「方今有名録」、「鹿児島県人名録」（大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―



島鹿
児県

人
名
録
　
別
府
新
助

嶌鹿
児県

人
名
録
　
淵
邉
高
照

近ち
か
ご
ろ頃

迄ま
で

陸
軍
大
佐
の
任に
ん

を
被か
づ

き
、
性せ
い
し
つ質

権け
ん
め
い名

を
恣ほ
し
いま

ゝ
に
し
、
西
南
争そ
う
げ
き撃

に
将し

や
う
め
い名

を
発は
つ

し
、
孤こ
ゆ
う勇

に
誇ほ
こ

り
な
し
、
明
治
十
年
二
月
廿
六
日
、
福
岡

鎮ち
ん
だ
い台
兵へ
い

四
千
有
余
、
久
留
米
へ
押を
し
い
だ出
す
挙き
よ

に
続つ
ゞ

き
、
高
瀬
、
木
ノ
葉
よ
り

寺
田
、
挟
間
村
、
所し

よ（
し
よ
）々の
出し
ゆ
つ
ぺ
い兵に
向む
か

ひ
撃げ
き
じ
ゆ
つ術を
練ね

り
、
官
兵
に
迫せ
ま

る
こ
と

度ど

を
重か
さ

ね
、
勇ゆ
う
れ
つ烈

却か
へ
つて

勝し
や
うを
と

ら
ず
、
茂も
り
ん林

乱ら
ん
ぐ
ん軍

の
錐き
り
め目

を
潜く
ゞ

る
銃ほ
う
ぐ
は
ん丸、

飄ひ
よ
う
ぜ
ん

然
と
新
助
の
膚は
だ
へを

貫つ
ら

ぬ
き
、
道ど
う
が
い街

に
斃た
を

れ
、
一い
つ
く
は
い塊の

勇ゆ
う
め
い名

を
血け
つ
か
ん□

に
流な
が

す
。
嗚あ

呼ゝ
、
時じ
う
ん運

未い
ま

だ
満ま
ん
く
は
い懐せ

ざ
る
を
や
。

淵
邉
高
照
は
、
明
治
西さ
い
な
ん南

争そ
う
ら
ん乱

の
際き
は

、
西
郷
隆
盛
に
属ぞ
く

し
、
勇ゆ
う

を
治じ
こ
く国

に

奮ふ
る

ひ
、
賊ぞ
く
し
や
う将

一い
つ
き旗

の
許も
と

に
出い
で

、
同ど
う
め
い盟

別
府
の
党と（
う
）と

合が
つ
く
は
い会

し
、
外ぐ
は
い
と徒

を
遥は
る
か

に
招ま
ね

き
、
新し
ん
く
は
へ
い

募
兵
と
号ご
う

し
、
一
千
有ゆ
う
よ余
の
隊た
い

を
促う
な

が
し
、
国こ
く
み
ん民
を
蠱こ
は
く惑

な
さ
し
め
、
熊
本
国こ

く
か
い界
八
代
城
じ
や
う
ぐ
は
い
さ
ん
ぽ
う

外
三
面
よ
り
襲し
う
ら
い来
し
、
官
軍
に
鉾ほ
こ

を
交ま
じ

へ
、
不ふ
り
よ慮

の
撃げ
き
せ
ん戦

五
六
次じ

憤ふ
ん
げ
き逆

、
時
を
移う
つ

し
勇
尽つ
き

、
炮ほ
う
せ
い声

鈍な
ま

り
て
、
官
兵

の
為た

め

に
屈く
つ
し
ゆ
く縮

し
、
隊た
い

を
古
麓
口
迄
（
ま
で
）追□

□迫
せ
ら
れ
、
忽こ
つ
ぜ
ん然

と
鋭え
い（
き
）気

を
翻
ひ
る
が
へし

、

再ふ
た
ゝ
び度

一
（
い
つ
）き
よ挙

を
顧
か
へ
り
み、

終つ
い

に
小
川
口
に
て
敗は
い
そ
う走

散さ
ん
ら
ん乱

な
す
。
此
（
こ
の
）徒（
と
）乎や

、
北ほ（
く
）し
ん辰

衆し
ゆ
う
せ
い星

の
語ご

に
叛は
ん

じ
て
、
闇あ
ん
げ
き撃

一い
つ
け
ん犬

の
虚き
よ

万ば
ん
こ
う吼

を
伝つ
た

ふ
る
の
器き

に
し
て
、

暴ぼ
う
め
い名
を
普ふ
こ
く国
に
輝か
ゞ
やか
す
を
如い

か何
と
も
せ
ん
。

（
注
記
は
41
頁
）

▼
「
瓢
然
」
を
「
飄
然
」
に
訂
す
。

▼
「
錐
目
」
は
「
錐
眼
」
の
意
。
錐
で
あ
け
た
穴
。
こ
こ
で
は
、
わ
ず
か
な
隙
間
。 北九州市立大学所蔵

北九州市立大学所蔵
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嶋鹿
児県

人
名
録
　
西
郷
隆
盛
ノ
室

嶋鹿
児県

人
名
録
　
篠
原
の
室
　
国
子

翌あ

す日
あ
り
と
思を
も

ふ
こ
ゝ
ろ
の
仇あ
だ
ざ
く
ら桜、

夜よ

は半
の
嵐あ
ら
しに

誘さ
そ

ひ
来く

る
、
炮ほ
う
せ
い声

耳み
ゝ

を

貫つ
ら

ぬ
く
と
、
夢ゆ
め

驚を
ど
ろか

す
深し
ん
け
い閨

に
、
西
郷
隆
盛
の
室し
つ

な
る
は
、
今こ
ん
じ時

戦せ
ん
そ
う争

日

を
経ふ

る
よ
り
、
そ
も
我わ

が
夫つ
ま

の
堺
を
分は
か

ち
、
機き

に
よ
り
変へ
ん

に
肺は
い
か
ん肝
を
砕く
だ

き
、

智ち
ゆ
う勇
欣き
ん
ぜ
ん然
た
り
と
雖い
へ

ど
も
、
或あ
る
ひは
野の
ぶ
し臥
草く
さ
ま
く
ら枕、
夜よ
ぜ
め攻
に
肘ひ
じ

も
曲ま
げ

や
ら
ず
、

激げ
き
ふ
う風

膚は
だ
へを

削け
づ

ら
ん
を
、
遠と
を

く
沈ち
ん
じ
や
く着な

す
よ
し
な
く
と
、
稍
や
ゝ

春
し
ゆ
ん
し
よ
く

色
も
移う
つ

ろ
ひ

て
、
巷ち

ま
たの

花
も
一い
ち
じ時

に
綻ほ
こ
ろび

、
馥ふ
く
い
く郁

と
し
て
女に
よ
た
い隊

を
繰く
り
だ出

し
、
一
方
開ひ
ら

く

進し
ん
げ
き撃

は
、
国こ
く
を
ん恩

不ふ
べ
ん弁

の
隊た
い
ち
や
う長な

る
か
、
貞て
い
そ
う操

烈れ
つ
ぷ婦

の
亀き
か
ん鑑

な
る
や
。
街が
い
せ
つ説

芬ふ
ん
ぷ
ん々

と
未み
し
や
う詳
の
談だ
ん

は
、
虚き
よ

を
推を

し
証せ
う

を
獲い

ざ
る
而（
の
み
）已
。

茲こ
ゝ

に
篠
原
の
細さ

い女
な
る
は
、
女に
よ
た
い隊

一
方
の
道み
ち

を
開ひ
ら

き
、
夫つ
ま

乞こ

ふ
沼ぬ
ま

の
離は
な

れ
鴛を
し

、
氷こ
お
り

の
衾ふ
す
ま

踏ふ
み
ぬ
い脱

で
、
雪
の
旦あ
し
た

に
鹿
児
島
を
、
跡
に
見
な
し
て
潔い
さ
ぎ

よ

く
、
翅

つ
ば
さ

を
粧よ
そ

ふ
出し
ゆ
つ
じ
ん陣は
、
白し
ら
は刃
を
朝あ
さ
ひ陽
に
閃ひ
ら

め
か
し
、
修し
ゆ
ら羅
の
巷ち
ま
たを
盲も
う
め
い明

と
、
突つ

き
い入
り
〳
〵
、
血ち
し
ほ汐
は
衣き
ぬ

に
時
な
ら
ぬ
、
花は
な
く
れ
な紅ひ
と
綾あ
や

な
し
て
、
敵て
き

の
雲う
ん
か霞

を
分
け
つ
ゝ
も
、
さ
も
映よ
う
て
う兆

た
る
景あ
り
さ
ま況

は
、
頼た
の

み
の
陣じ
□

に
募ぼ
し
う集

な

す
は
、
戦せ

ん
ぼ
つ没

勇ゆ
う
し士

の
枕ま
く
らの

斤か
た
わ破

れ
、
又
こ
れ
貞て
い
そ
う操

と
賞し
や
うす

べ
き
や
、
国こ
く
が
い害

愧し
う
ふ婦

と
呼よ

ぶ
べ
き
や
。
可か

ひ否
は
灯と
う
か火

の
理り
ろ
ん論

を
待ま

つ
。

　
　

か
く
と
だ
に 

過
に
し
花
に 

契
り
し
を

　
　
　
　

け
ふ
に
散
な
ん 

風
の
い
た
づ
ら

（
注
記
は
41
頁
）

▼
「
室
」
は
、
貴
人
の
妻
。
奥
方
。
内
室
。（
41
頁
に
続
く
）
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島鹿
児県

人
名
録
　
西
郷
小
平

嶋鹿
児県

人
名
録
　
陸
軍
大
佐
　
野
津
貫
道
君

西さ
い
な
ん
じ
ん
ち
や
う

南
陣
長
隆
盛
の
縁え
ん
ぞ
く族

に
し
て
、
猛も
う
ゆ
う勇

衆し
う

に
越こ

へ
、
熊
本
国こ
く
か
い界

を
暴ぼ
う
し
う襲

な
す
一
方
の
将し

や
うと

英え
い
め
い名

を
鳴な

ら
し
、
突と
つ
せ
ん
じ
ゆ
つ

戦
術
を
尽つ
く

し
、
官
軍
塁る
い

を
抜ぬ

け
ば

退し
り

ぞ
い
て
二じ
る
い塁
に
現あ
ら

は
れ
、
嶮け
ん
て
う頂
を
滑な
め

ら
か
に
奔は
し

り
て
弥い
よ（
い
よ
）々進す
ゝみ
、
万ば
ん
ぺ
い兵

を
悩な

や

ま
す
に
、
熱ね
つ
し
ん心
挫く
じ

く
閑か
ん

な
く
訊じ
ん
し
ん進
な
す
と
雖い

へ
ど
も
、
前ぜ
ん
ご後
の
接せ
つ
ぺ
い兵

を
囲か

こ

ん
で
巣そ
う
く
つ窟

に
帰か
へ

る
あ
た
は
ず
。
重ぢ
う
じ
や
う
せ
ん
か

傷
泉
下
に
導み
ち
び

き
、
紅く

こ糊
其
（
そ
の
）身

を

ま
と
ふ
て
賊ぞ

く
き旗

の
下も
と

に
斃た
を

れ
た
る
は
、
浅せ
ん
ち智

枚ま
い
き
よ挙

の
一い
つ
と徒

。
惜せ
き
あ
く悪

の
界か
い
せ
つ説

を
定さ

だ

め
ず
、
浮ふ
め
い
ふ
ん
ぷ
ん

名
芬
々
と
追つ
い
ひ
や
う評を

乞こ

ふ
の
み
。

貫
道
君
は
本ほ
ん
ご
く国

鹿
児
島
に
し
て
、
軍ぐ
ん
り
や
く略

に
長ち
や
う

じ
、
壮そ
う
ゆ
う勇

抽ぬ
き

ん
で
一い
つ
ぽ
う方

の

一
将し

や
うた

り
。
茲こ
ゝ

に
熊
本
県
下
の
戦せ
ん
じ
や
う情、

高
瀬
よ
り
山
鹿
ま
で
賊ぞ
く

を
追つ
い
げ
き撃

。

入
（
い
り
）乱
れ
た
る
軍ぐ
ん
ち
う中
に
、
賊ぞ
く

方
（
か
た
）
一ひ
と
り員
の
強つ
は
も
の者
有
つ
て
官く
は
ん
じ
ん陣
の
聯
（
れ
ん
た
い
）
隊
籏き

を

掠ば
い
と
り奪
な
す
を
、
野の
づ
く
ん将
遥は
る

か
に
見み

と認
め
、
是
（
こ
れ
）を
掴つ
か

み
去さ

る
や
官く
わ
ん陣
の
恥ち
じ
よ
く辱
、

一い
ち
だ
い
じ

大
□
と
馬
を
飛と
ば

し
て
、
薩さ
つ
へ
い兵

憤ふ
ん
え
ん烟

の
中
に
突つ
き
い入

り
、
賊ぞ

く卒
数あ
ま
た頭

を
斃た
を

し
、

御は

た籏
を
我わ
が
て手

に
採と
り
か
へ返

し
、
悠ゆ
う（
ゆ
う
）々然ぜ
んと

官く
は
ん
じ
ん陣へ

手た
づ
な綱

を
繰く

ら
れ
し
は
、
西せ
い
と
う討

無
二
の
英え

い
ゆ
う勇

と
賞し
や
うし

、
此
（
こ
の
）君

各
所
の
苦く
せ
ん戦

、
誠せ
い
こ
う功

の
枚か

づ挙
は
人ひ

と口
に
著
い
ち
じ
る（
し
）く

す
る
に
譲じ

□

す
。

▼
隆
盛
の
三
弟
。「
小
平
」
と
も
表
記
す
る
が
、「
小
兵
衛
」
が
一
般
的
。

▼
「
巣
屈
」
を
「
巣
窟
」
に
訂
す
。

▼
「
紅
糊
」
は
「
血
糊
」
の
意
。
の
り
の
よ
う
に
ね
ば
ね
ば
す
る
血
。

▼
「
野
津
貫
道
君
」
及
び
「
貫
道
君
」
は
、「
野
津
道
貫
君
」、「
道
貫
君
」
の
誤
り
。

▼
「
掴
み
」
の
傍
訓
「
つ
か
み
」
を
「
つ
か
」
に
訂
す
。
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島鹿
児県

人
名
録
　
前
原
一
格

嶋鹿
児県

有
名
録
　
西
郷
息そ
く
じ
よ嬢

前
原
一
格
は
壮そ
う
ゆ
う勇

烈れ
つ
せ
ん戦

の
一
人
に
し
て
、
曩さ
き
つ
と
し年山

口
県
下
に
軽け
い
ぼ
う謀

を
企く
は
だ
て発

し
た
る
同を

な
じ姓

一
誠
の
末を
と弟ゝ

な
り
。
其そ
の

功こ
う

成な

ら
ざ
る
よ
り
疾は
や

く
、
何い
づ

れ
に

潜せ
ん
と
く匿
し
た
る
や
。
天て
ん
も
う網
を
逃
れ
其
（
そ
の
）ゆ
く
さ
き
つ
ま
び
ら（
か
）

行
跡
詳
に
せ
ざ
る
を
、
今こ
の
た
び期
西
郷
隆
盛

一い
つ
て
う朝
の
叛ほ
ん
せ
ん戦
を
開ひ
ら

く
機き

に
臨の
ぞ

ん
で
、
一
格
の
姓せ
い
め
い名
を
白ぬ

の布
に
著あ
ら
は明
し
身み

に

帯く
ゝ
りて

、
突と
つ
ぜ
ん然

と
一
（
い
つ
）た
い隊の

先せ
ん
ぽ（
う
）

鉾
に
出い
づ

る
憤た
ゝ
か
ひ戦

、
飛ひ
て
う鳥

の
如ご
と

く
翅か
け

り
、
勇ゆ
う
げ
き撃

を

轟と
ゞ
ろか

す
。
薄う
す
で手

を
屈く
つ

せ
ず
益ま
す
ま
す々

向む
か

ふ
に
、
我わ
が

手て
ぜ
い勢

を
踏ふ
み
た
を跡

し
て
進す
す

む
。
其そ
の

功こ
う

を
官く
は
ん
じ
ん陣の

為た
め

に
奏そ
う

せ
ば
、
鬼あ

に兄
の
嗅し
う
め
い名

を
酬む
く

い
て
英え
い
め
い名

末す

へ世
に
潔か
ゞ
や
き輝

な

す
を
。

木こ
が
く隠

れ
に
ま
だ
十い

ざ

よ
六
宵
へ
る
月
の
黛ま
ゆ

、
芙ふ
よ
う蓉

の
姿す
が
た媚た
をや

か
に
、
を
く
れ
ぬ

露つ
ゆ

と
を
き
惑ま
ど

ふ
、
心
さ
だ
め
て
物も
の
ゝ
ぐ具

を
、
粧よ
そ
ほひ

出い
で

て
行
く
先さ
き

の
、
敵て
き

は
誰た
れ

と
も
不し
ら
ぬ
ひ

知
火
の
、
筑つ
く
し紫
ち
か
く
に
父ち
ゝ

を
慕し
た

ひ
、
弾だ
ん
ぐ
わ
ん
し
や
て
き

丸
射
的
の
雨あ
め

を
凌し
の

ぎ
て
、

女に
よ
た
い隊
一
個こ

の
勇
を
ふ
る
う
は
、
孝こ
う
じ
よ女
功こ
う

を
な
す
や
い
か
に
。

　
　

散
り
か
か
る 

花
心
あ
る 

な
が
め
か
な　

西
南
山
人

▼
「
前
原
一
格
」
は
架
空
の
人
物
。

▼
「
軽
謀
」
の
傍
訓
「
せ
い
ぼ
う
」
を
「
け
い
ぼ
う
」
に
訂
す
。

▼
「
成
ら
ざ
る
」
の
傍
訓
「
な
ら
」
を
「
な
」
に
訂
す
。（
41
頁
に
続
く
）

▼
「
月
の
黛
」
は
「
月
の
眉
」
の
意
。
三
日
月
の
異
称
。

▼
「
芙
蓉
の
姿
」
は
、
蓮
の
花
の
よ
う
に
清
楚
で
美
し
い
姿
。

▼
「
不
知
火
」
は
、
国
名
「
筑
紫
」
に
か
か
る
枕
詞
。
ま
た
、
上
か
ら
の
叙
述
「
敵
は

誰
と
も
」
を
受
け
て
、「
知
ら
ぬ
」
の
意
味
も
か
か
っ
て
い
る
。

▼
「
築
紫
」
を
「
筑
紫
」
に
訂
す
。
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【
翻
刻
注
記
の
続
き
】

【
附
記
】

方
今
有
名
録
　
陸
軍
少
将
　
谷
干
城
君

　

▼
「
于
城
」
を
「
干
城
」
に
、
傍
訓
「
た
け
き
」
を
「
た
て
き
」
に
訂
す
。

　

▼
「
卓
犖
不
覊
」
の
傍
訓
「
た
く
な
ん
ふ
は
」
を
「
た
く
ら
く
ふ
き
」
に
訂
す
。
他

よ
り
す
ぐ
れ
て
い
て
、
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
な
い
こ
と
。

嶋鹿
児県

人
名
録
　
桐
野
利
秋

　

▼
「
新
撰
党
」
＝
新
撰
組
。
局
長
近
藤
勇
。
浪
士
組
を
経
て
、
文
久
三
年
結
成
。

　

▼
「
伊
藤
武
明
」
＝
伊
東
甲
子
太
郎
（
一
八
三
五
―
一
八
六
七
）。
諱
は
武
明
。
新

撰
組
参
謀
、
の
ち
御
陵
衛
士
。
慶
応
三
年
、
新
撰
組
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
、
闘

死
し
た
（
油
小
路
事
件
）。
桐
野
利
秋
は
、
生
き
残
っ
た
御
陵
衛
士
を
薩
摩
藩
邸

で
庇
護
し
た
。

　

▼
「
新
撰
党
を
闇
殺
せ
し
」
は
「
新
撰
党
に
闇
殺
せ
ら
れ
し
」
の
誤
り
。

　

▼
「
車
功
」
を
「
軍
功
」
に
訂
す
。

嶌鹿
児県

人
名
録
　
淵
邉
高
照

　

▼
「
比
辰
衆
星
」
を
「
北
辰
衆
星
」
に
訂
す
。「
北
辰
の
其
の
所
に
居
て
、
衆
星
の

之
に
共
（
む
か
）
ふ
が
如
し
」（『
論
語
』
為
政
第
二
の
一
）。

　

▼
「
一
犬
の
虚
万
吼
を
伝
ふ
る
」
は
、「
一
犬
虚
に
吠
ゆ
れ
ば
万
犬
実
を
伝
う
」
に

同
じ
。
一
人
が
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
を
言
い
出
す
と
、
世
間
の
多
く
の
人
々
は
、

そ
れ
を
ほ
ん
と
う
の
こ
と
と
し
て
広
め
て
し
ま
う
、
と
い
う
意
味
の
諺
。

嶋鹿
児県

人
名
録
　
西
郷
隆
盛
ノ
室

　

▼
「
仇
桜
」
は
、
は
か
な
く
散
る
桜
。
ま
た
、
は
か
な
い
も
の
の
た
と
え
。

　

▼
「
深
閨
」
は
、
婦
女
の
寝
室
。

　

▼
「
肺
肝
」
の
傍
訓
「
ば
い
か
ん
」
を
「
は
い
か
ん
」
に
訂
す
。
肺
臓
と
肝
臓
。
転

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
東
京
大
学
法
学
部
附
属
明
治
新
聞

雑
誌
文
庫
、
北
九
州
市
立
大
学
よ
り
資
料
の
掲
載
許
可
を
い
た
だ
き
、
大
庭
卓
也
氏
、

佐
々
木
亨
氏
か
ら
は
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
資
料
の
撮
影
と
画
像
編
集
、「
方
今
有
名
録　

有
栖
川
熾
仁
公
」
の
翻

刻
は
、
本
学
文
学
部
比
較
文
化
学
科
一
年
の
藤
原
妃
南
乃
に
よ
る
、
勉
強
会
で
の
成
果

で
す
。

　

な
お
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP15K

16694

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

じ
て
、
心
の
中
。

　

▼
「
分
か
ち
」
の
傍
訓
「
わ
か
」
を
「
わ
」
に
訂
す
。

　

▼
「
馥
郁
」
は
、
香
気
の
盛
ん
に
か
お
る
さ
ま
。

嶋鹿
児県

人
名
録
　
篠
原
の
室
　
国
子

　

▼
「
離
れ
鴛
」は
、鴦（
雌
）と
離
れ
た
鴛（
雄
）。
こ
こ
で
は
、出
陣
し
て
離
れ
て
し
ま
っ

た
夫
の
篠
原
国
幹
を
指
す
。

　

▼
「
氷
の
衾
」
は
、
こ
こ
で
は
夫
が
居
な
い
こ
と
。
仲
む
つ
ま
じ
い
男
女
が
共
寝
を

す
る
夜
具
、男
女
共
寝
の
こ
と
の
た
と
え
に「
鴛
鴦（
え
ん
お
う
）の
衾
」が
あ
る
。

　

▼
「
映
兆
」
は
「
窈
窕
（
よ
う
ち
ょ
う
）」
の
意
。
し
と
や
か
で
奥
ゆ
か
し
い
さ
ま
。

美
し
く
た
お
や
か
な
さ
ま
。
上
品
な
さ
ま
。

島鹿
児県

人
名
録
　
前
原
一
格

　

▼
「
天
綱
」
を
「
天
網
」
に
、
傍
訓
「
て
ん
こ
う
」
を
「
て
ん
も
う
」
に
訂
す
。
天

が
張
り
め
ぐ
ら
す
網
。
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